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平 成 2 8 年 第 ２ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 2 8 年 ６ 月 1 0 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 2 8 年 第 ２ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 ご 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 3 5 号 か ら 議 案 第 3 8 号 ま で の 専 決 処 分

の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て で ご ざ い ま す 。  

 

議 案 第 3 5 号  小 城 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

に つ き ま し て は 、 地 方 税 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 が 公

布 さ れ た こ と に よ り 、 小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 い た

し た も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 地 方 税 の 特 例 措 置 に つ

い て 、 国 が 一 律 に 定 め て い た 内 容 を 地 方 自 治 体 が 自 主

的 に 判 断 し 、 条 例 で 定 め る こ と が で き る よ う に す る 仕

組 み 「 地 域 決 定 型 地 方 税 制 特 例 措 置 （ 通 称 ： わ が ま ち

特 例 ）」に よ り 固 定 資 産 税 の 特 例 措 置 が 追 加 さ れ た こ と

に 伴 い 、 対 象 と な る 資 産 に つ い て 、 市 税 条 例 に お い て

当 該 特 例 に 係 る 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

そ の 他 、 た ば こ 税 に 関 す る 経 過 措 置 の 読 替 え 規 定 が
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見 直 さ れ る こ と な ど か ら 、 市 税 条 例 に お い て も 同 様 の

規 定 を 整 備 す る た め 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で ご ざ い

ま す 。  

こ れ ら を 規 定 し た 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律

が 、 平 成 2 8 年 ３ 月 3 1 日 に 公 布 、 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 さ

れ る こ と に 伴 い 、 小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要

が 生 じ た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 6 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 に つ き ま し て は 、 地 方 税 法 施 行 令 等

の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に よ り 、 小 城 市 国 民 健 康 保 険

税 条 例 の 一 部 を 改 正 い た し た も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 保 険 税 の 課 税 限 度 額 の

引 き 上 げ と 低 所 得 者 の 保 険 税 の 軽 減 を 拡 充 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 7 号  行 政 不 服 審 査 法 の 施 行 に 伴 う 関

係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ

き ま し て は 、 行 政 不 服 審 査 法 及 び 行 政 不 服 審 査 法 施 行

令 が 公 布 さ れ た こ と に よ り 、 行 政 不 服 審 査 法 の 施 行 に

伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 い た し

た も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 行 政 不 服 審 査 法 の 施 行

に 伴 い 、 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 条 例 附 則 に つ い て 、

所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 3 8 号  平 成 2 8 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 １ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予

算 の 総 額 に そ れ ぞ れ 1 , 5 0 9 万 ７ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後

の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 1 9 億 7 , 4 7 7 万 ３ 千

円 と い た し た も の で ご ざ い ま す 。  

 

そ れ で は 、 補 正 の 内 容 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。 

歳 出 、第 ２ 款  総 務 費 で は 、本 年 ４ 月 1 4日 以 降 、熊 本

県 及 び 大 分 県 を 震 源 と し て 連 続 す る 地 震（ 熊 本 地 震 ）に

対 し 、５ 月 ２ 日 か ら 市 職 員 を 被 災 地 へ 派 遣 し 復 興 支 援 す

る た め に 必 要 と な る 経 費 を 計 上 し た も の で ご ざ い ま す 。 

ま た 、第 ９ 款  消 防 費 で は 、第 ２ 款 と 同 じ く 熊 本 地 震

に よ り 、市 内 に お け る 災 害 本 部 や 避 難 所 の 設 置 に 要 す る

経 費 を 計 上 し た も の で ご ざ い ま す 。  

第 1 1款 、災 害 復 旧 費 で は 、今 年 ４ 月 2 1日 の 降 雨 時 に 鉱

害 復 旧 排 水 施 設「 前 満 江 排 水 機 場 」の １ 号 ポ ン プ を 稼 働

さ せ た 際 、エ ン ジ ン 不 調 と な り 故 障 が 判 明 し た こ と か ら 、

雨 期 を 間 近 に 控 え 早 急 に 修 繕 を 行 う 必 要 が あ っ た た め 、

ポ ン プ の 修 繕 に 係 る 費 用 を 計 上 し 対 応 し た も の で ご ざ

い ま す 。  

な お 、 歳 入 で は 、 歳 出  第 ２ 款  総 務 費 及 び 第 ９ 款

消 防 費 に 計 上 し ま し た 熊 本 地 震 に 関 係 す る 経 費 の 財 源

に つ き ま し て は 、 財 政 調 整 基 金 繰 入 金 を 計 上 し 、 歳 出

第 1 1 款 、災 害 復 旧 費 に 計 上 し ま し た 前 満 江 排 水 機 場 ポ

ン プ の 修 繕 に 要 す る 経 費 の 財 源 に つ き ま し て は 、 鉱 害
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復 旧 施 設 維 持 管 理 基 金 繰 入 金 を 計 上 し て 補 正 予 算 の 財

源 調 整 を 行 っ た も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 の ４ 議 案 に つ き ま し て は 、 議 会 を 招 集 す る 時 間

的 余 裕 が な か っ た た め 、 や む を 得 ず 地 方 自 治 法 第 1 7 9

条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 議 案 第 3 5 号 か ら 議 案 第 3 7 号

に つ い て は ３ 月 3 1 日 付 け で 、議 案 第 3 8 号 に つ い て は 4

月 2 8 日 付 け で 専 決 処 分 を い た し ま し た の で 、同 条 第 ３

項 の 規 定 に よ り こ れ を 報 告 し 、 議 会 の 承 認 を 求 め る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 3 9 号  小 城 市 消 防 団 員 の 定 員 、 任 免 、

給 与 、 服 務 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご

ざ い ま す が 、 機 能 別 消 防 団 員 の 増 に 伴 い 、 条 例 の 一 部

を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 基 本 消 防 団 員 及 び 機 能

別 消 防 団 員 の 定 数 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 4 0 号  小 城 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備

及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 で ご ざ い ま す が 、 厚 生 労 働 省 令 「 家 庭 的 保 育 事 業

等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 」 の 改 正 に 伴 い 、 本 市

に お い て も 同 様 の 措 置 を 講 じ る た め 、 条 例 の 一 部 を 改

正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 ４ 階 以 上 の 部 屋 で 家 庭
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的 保 育 を 行 う 事 業 所 に お け る 避 難 階 段 の 要 件 の 改 正 及

び 家 庭 的 保 育 事 業 等 に お け る 保 育 士 確 保 の た め 、 当 面

の 間 、 保 育 士 の 配 置 要 件 を 弾 力 化 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、議 案 第 4 1 号  小 城 市 営 住 宅 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 で ご ざ い ま す が 、 牛 津 団 地 建 替 え 事 業 に 伴 い 既 存

の 柿 樋 瀬 団 地 、 牛 津 駅 南 団 地 の 解 体 と 新 設 し た 市 営 牛

津 団 地 の 駐 車 料 金 徴 収 の た め 、 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 4 2 号  小 城 市 道 路 線 の 認 定 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、 本 議 案 の 牛 津 駅 西 線 に つ き ま し て は 、

県 道 の 道 路 網 再 編 に 合 わ せ 市 道 と し て 認 定 し た い の で 、

道 路 法 第 ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 4 3 号  工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て ご

説 明 申 し 上 げ ま す 。  

こ の 工 事 は 、平 成 2 8 年 度 小 城 市 三 日 月 体 育 館 改 修 工

事 で ご ざ い ま す 。  

三 日 月 体 育 館 改 修 工 事 に つ き ま し て は 、 雨 漏 り を 防

ぐ た め の 防 水 工 事 、 屋 根 工 事 等 を 行 う も の で ご ざ い ま

す 。  

 契 約 の 方 法 は 、 条 件 付 一 般 競 争 入 札 に よ る 契 約 で 、
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契 約 の 金 額 は ２ 億 2 , 4 1 0 万 円 、 契 約 の 相 手 方 は 、 服 巻

建 設 ・ エ グ チ ・ ビ ル ド 共 同 企 業 体  代 表 者  服 巻 建 設

株 式 会 社  代 表 取 締 役  松 尾 裕 之 （ ま つ お ひ ろ ゆ き ）

で ご ざ い ま す 。  

 工 期 は 、 契 約 締 結 の 日 か ら 平 成 2 9 年 ３ 月 1 5 日 ま で

を 予 定 し て お り ま す 。  

 

続 き ま し て 、 予 算 関 係 議 案 に つ き ま し て ご 説 明 申 し

上 げ ま す 。  

 

議 案 第 4 4 号  平 成 2 8 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 ２ 号 ） で ご ざ い ま す が 、 前 号 の 歳 入 歳 出 予 算 の 総

額 か ら そ れ ぞ れ １ 億 1 , 5 6 5 万 5 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後

の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 1 8 億 5 , 9 1 1 万 8 千

円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、 市 営 住 宅 建 替 事 業 の 年 割 額

を 変 更 し 、 牛 津 小 学 校 施 設 大 規 模 改 造 事 業 は 総 額 及 び

年 割 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 補 正 は 、 社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 事

業 か ら 桜 岡 小 学 校 プ ー ル 改 築 事 業 ま で の ４ 事 業 に つ い

て 借 入 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 に つ い て ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

ま ず 、 第 ２ 款  総 務 費 で は 、 県 の 「 さ が 未 来 ス イ ッ

チ 交 付 金 」 を 活 用 し た ６ 事 業 に か か る 経 費 の ほ か 、 今

回 の 熊 本 地 震 に 伴 い 、 被 災 地 に 対 す る 支 援 と し て 、 被
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災 自 治 体 の ふ る さ と 納 税 （ 寄 附 ） 受 付 事 務 を 小 城 市 が

代 行 し 、 被 災 自 治 体 の 事 務 負 担 を 軽 減 し 支 援 を 行 う た

め の 経 費 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、 消 費 税 の 引 き 上 げ に 伴 う 国 の

対 策 と し て 「 臨 時 福 祉 給 付 金 支 給 事 業 」 や 「 低 所 得 の

障 害 ・ 遺 族 基 礎 年 金 受 給 者 向 け の 年 金 生 活 者 等 支 援 臨

時 福 祉 給 付 金 支 給 事 業 」 な ど の 経 費 を 計 上 し て お り ま

す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、「 市 営 住 宅 建 替 事 業 」に つ い て 、

国 か ら の 内 示 に よ り 、 ２ 号 棟 の 建 築 工 事 及 び 工 事 監 理

の 継 続 費 年 割 額 を 変 更 し 、 委 託 料 及 び 工 事 請 負 費 を 減

額 し て お り ま す 。  

第 1 0 款  教 育 費 で は 、「 牛 津 小 学 校 施 設 大 規 模 改 造

事 業 」 に つ い て 、 人 件 費 及 び 資 材 の 物 価 変 動 に よ る 増

額 及 び 特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 児 童 の 増 加 に 伴 う 教 室

改 修 の た め の 経 費 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 の 主 な も の は 、 財 産 収 入 、 寄 附 金 、 諸 収 入 を 追 加

す る ほ か 、 各 種 事 業 費 の 増 減 に 伴 い 、 国 庫 支 出 金 の 追

加 、 県 支 出 金 及 び 市 債 の 減 額 を 行 い 、 財 源 調 整 の た め

財 政 調 整 基 金 繰 入 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 報 告 第 ２ 号 か ら 報 告 第 ６ 号 ま で 一 括 し

て ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  
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報 告 第 ２ 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続 費 繰 越

計 算 書 で ご ざ い ま す が 、 市 営 漁 港 整 備 事 業 か ら 牛 津 小

学 校 施 設 大 規 模 改 造 事 業 ま で の ４ 事 業 に つ い て 、 平 成

2 8 年 度 へ 繰 り 越 し ま し た の で 、地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 5

条 １ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

報 告 第 ３ 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 一 般 会 計 繰 越 明 許 費

繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、 広 報 事 業 か ら 農 地 及 び 農

業 用 施 設 災 害 復 旧 費 ま で の 全 1 5 事 業 に つ い て 、 総 額 5

億 1 9 1 万 9 千 円 を 平 成 2 8 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 6 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

報 告 第 ４ 号  平 成 2 7 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別 会 計 繰 越

明 許 費 繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、 公 共 下 水 道 事 業 費

の 繰 越 明 許 費 に つ き ま し て は 、平 成 2 7 年 度 小 城 市 下 水

道 特 別 会 計 補 正 予 算 第 ４ 号 に お い て 、 ご 承 認 い た だ き

ま し た 小 城 処 理 区 事 業 費 、 9 , 8 5 0 万 円 を 平 成 2 8 年 度 に

繰 り 越 し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 6 条 第 ２

項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

報 告 第 ５ 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ い ま す

が 、 市 の 公 用 車 に よ る 物 損 事 故 で ご ざ い ま す 。  

小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条

第 ３ 号 の 規 定 に よ り 平 成 2 8 年 ４ 月 2 8 日 付 け で 専 決 処
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分 を い た し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２ 項 の

規 定 に よ り こ れ を 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

報 告 第 ６ 号  平 成 2 7 年 度 一 般 財 団 法 人 小 城 市 体 育 協

会 の 経 営 状 況 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 本 報 告 は 、 地

方 自 治 法 第 2 4 3 条 の ３ 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ く も の で ご

ざ い ま す 。  

平 成 2 7 年 度 の 事 業 に つ き ま し て は 、「 市 民 ス ポ ー ツ

活 動 の 充 実 」、「 競 技 力 向 上 の 推 進 」、「 協 会 組 織 の 体 制

強 化 」 の ３ つ の 基 本 方 針 を 掲 げ 、 小 城 市 や 加 盟 団 体 等

と の 連 携 の も と 、 ス ポ ー ツ 活 動 の 普 及 及 び 振 興 、 並 び

に 競 技 力 の 向 上 に 努 め ら れ ま し た 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を ご 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 ご

審 議 の 上 、 ご 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま し て 、 提 案 理 由 の 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 


